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吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
（2）
松
岡
ノ～
β良
三
　
前
述
の
よ
う
に
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
に
入
学
し
た
吉
野
作
造
は
、
日
本
組
合
キ
リ
ス
ト
教
会
の
本
郷
教
会
牧
師
海
老
名
弾
正
と
出
会
う
こ
と
と
な
る
。
既
に
第
二
高
等
学
校
時
代
、
海
老
名
の
講
演
を
聴
い
て
は
い
た
が
、
そ
の
非
常
に
大
き
な
影
饗
を
直
接
受
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
東
大
入
学
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
入
学
直
後
は
小
石
川
柳
町
の
浸
礼
教
会
に
通
っ
て
い
た
が
、
三
沢
糾
（
熊
本
第
五
高
等
学
校
出
身
、
当
時
哲
学
科
学
生
）
の
熱
心
な
勧
誘
に
よ
っ
て
、
二
高
以
来
の
親
友
・
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
　
ヶ
崎
作
三
郎
、
栗
原
基
、
小
山
東
助
ら
と
と
も
に
本
郷
教
会
に
参
加
し
、
そ
の
直
接
的
な
影
響
を
大
い
に
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
こ
う
し
て
吉
野
は
海
老
名
の
説
教
を
聴
く
と
と
も
に
、
ま
た
海
老
名
に
よ
っ
て
同
年
七
月
創
刊
さ
れ
て
い
た
本
郷
教
会
の
機
関
雑
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぢ
レ
「
新
人
」
に
そ
の
説
教
を
筆
記
し
て
掲
載
す
る
仕
事
を
通
し
て
も
、
直
接
非
常
に
多
く
の
も
の
を
教
え
ら
れ
、
後
年
（
大
正
二
一
年
〈
一
九
二
三
年
〉
）
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
コ
生
に
大
影
響
を
与
へ
し
人
」
の
一
人
と
し
て
、
「
信
仰
の
師
と
し
て
瀞
巻
各
聾
正
先
生
を
戴
い
た
こ
と
」
を
挙
げ
、
「
私
の
思
索
生
活
に
最
も
大
な
る
影
響
を
与
へ
た
具
体
的
の
事
実
は
な
い
か
と
反
省
し
て
み
る
と
、
大
学
生
時
代
に
聴
い
た
瀞
巻
各
聾
正
先
生
の
説
教
が
夫
れ
で
あ
る
と
思
ふ
。
日
曜
毎
の
説
教
に
依
て
私
は
信
仰
上
に
得
る
所
も
　
く
な
か
っ
た
が
、
先
生
が
宗
教
上
の
神
秘
的
な
問
題
を
、
科
学
的
に
殊
に
歴
史
的
に
、
快
刀
乱
麻
を
た
つ
の
概
を
以
て
釈
い
て
行
く
の
に
は
、
教
へ
ら
る
㌧
所
非
常
に
多
か
っ
た
。
斯
う
し
た
先
生
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ
態
度
に
依
て
私
の
学
問
上
の
物
事
の
考
へ
方
が
著
し
い
影
響
を
受
け
て
居
る
こ
と
は
、
今
以
て
先
生
に
感
謝
し
て
居
る
」
。
　
こ
の
文
章
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
吉
野
は
生
涯
を
通
じ
て
、
海
老
名
の
信
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
お
よ
び
思
想
か
ら
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
感
謝
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
「
大
学
生
時
代
」
（
具
体
的
に
は
、
明
治
三
三
年
〈
一
九
〇
〇
年
〉
九
月
の
入
学
後
か
ら
、
明
治
三
七
年
〈
一
九
〇
四
年
〉
七
月
政
治
学
科
を
首
席
で
卒
業
し
、
直
ち
に
大
学
院
に
進
み
、
明
治
三
九
年
く
一
九
〇
六
年
V
一
月
衰
世
凱
の
長
子
克
定
の
家
庭
教
師
と
し
て
中
国
に
赴
く
こ
ろ
ま
で
）
に
聴
い
た
説
教
か
ら
は
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
「
大
学
生
時
代
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
吉
野
が
当
時
の
そ
の
政
治
理
論
の
形
成
に
お
い
て
、
海
老
名
の
信
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
海
老
名
が
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
五
月
神
戸
教
会
牧
師
を
自
発
的
に
辞
任
し
て
、
教
勢
が
振
わ
な
か
っ
た
東
京
に
お
い
て
み
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ペ
レ
か
ら
大
い
に
伝
道
す
べ
く
上
京
し
た
の
は
同
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
同
志
社
総
長
就
任
の
た
め
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
三
月
本
郷
教
会
牧
師
を
辞
し
て
東
京
を
去
る
ま
で
の
約
壬
二
年
間
に
わ
た
り
、
多
彩
な
キ
リ
ス
ト
教
活
動
を
展
開
し
た
。
　
海
老
名
は
上
京
後
、
本
郷
教
会
再
建
に
乗
り
出
し
、
そ
の
熱
誠
あ
ふ
れ
る
信
仰
と
巧
み
な
弁
論
に
よ
り
、
そ
の
教
勢
を
次
第
に
盛
り
返
し
、
さ
ら
に
は
や
が
て
前
述
の
よ
う
に
優
秀
な
東
大
生
が
多
数
参
加
し
、
ま
た
海
老
名
を
主
幹
と
す
る
「
新
人
」
が
発
刊
さ
れ
、
そ
れ
に
吉
野
を
始
め
と
す
る
青
年
論
客
が
執
筆
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
て
、
本
郷
教
会
は
勃
興
し
、
キ
リ
ス
ト
教
界
の
み
な
ら
ず
、
広
く
思
想
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
殊
に
青
年
層
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
、
東
京
に
お
け
る
二
大
教
会
と
さ
れ
て
、
植
村
正
久
が
主
宰
す
る
コ
番
町
教
会
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ
紳
士
の
教
会
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
本
郷
教
会
は
書
生
の
教
会
」
と
稻
さ
れ
、
そ
の
東
都
伝
道
は
非
常
に
成
功
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
本
郷
教
会
は
教
勢
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
丁
度
そ
の
こ
ろ
、
二
〇
世
紀
を
迎
え
て
福
音
同
盟
会
に
よ
り
二
〇
世
紀
　
　
　
　
ア
　
大
挙
伝
道
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
大
挙
伝
道
を
契
機
と
し
て
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
九
月
よ
り
翌
年
四
月
ご
ろ
ま
で
の
八
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
レ
月
に
わ
た
り
、
植
村
と
海
老
名
と
の
間
で
激
し
い
神
学
論
争
（
キ
リ
ス
ス
ト
論
論
争
あ
る
い
は
福
音
主
義
論
争
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
海
老
名
は
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て
一
躍
有
名
と
な
り
、
「
何
と
言
ひ
て
も
日
本
耶
蘇
教
会
の
大
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
セ
者
は
植
村
正
久
君
と
海
老
名
弾
正
君
な
り
。
」
と
い
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
い
ま
こ
こ
で
、
こ
の
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
論
争
に
お
け
る
海
老
名
の
主
張
こ
そ
は
、
当
時
に
お
け
る
そ
の
信
仰
お
よ
び
思
想
を
も
っ
と
も
よ
く
表
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
信
仰
お
よ
び
思
想
が
吉
野
の
当
時
の
政
治
理
論
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
　
つ
い
で
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
二
月
に
は
日
露
戦
争
が
起
こ
り
、
こ
の
戦
争
に
対
し
て
海
老
名
は
そ
の
信
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
主
戦
論
を
主
張
し
て
、
こ
の
戦
争
に
賛
成
の
意
思
を
表
明
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
主
張
も
吉
野
に
影
響
を
与
え
、
戦
争
賛
成
の
立
場
か
ら
そ
の
政
治
理
論
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
吉
野
の
「
大
学
生
時
代
」
の
政
治
理
論
の
形
成
に
海
老
名
が
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
も
の
と
し
て
は
、
第
一
に
前
述
の
神
学
論
争
に
も
っ
と
も
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
海
老
名
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
お
よ
び
思
想
が
あ
り
、
第
二
に
は
、
そ
の
信
仰
お
よ
び
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
思
想
の
現
実
的
具
体
的
表
現
で
あ
る
そ
の
主
戦
論
の
主
張
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
に
焦
点
に
お
い
て
、
吉
野
が
そ
の
政
治
理
論
の
形
成
に
海
老
名
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
論
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
を
行
う
た
め
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
ず
、
海
老
名
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
お
よ
び
思
想
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
必
要
な
範
囲
内
で
考
察
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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三
谷
太
一
郎
　
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
」
（
中
央
公
論
社
）
　
一
六
六
ー
七
頁
　
参
照
。
　
大
下
あ
や
　
「
父
　
海
老
名
弾
正
」
（
主
婦
の
友
社
）
　
九
三
－
五
頁
　
参
照
。
　
川
原
次
吉
郎
編
　
「
古
川
餓
影
」
　
二
九
頁
お
よ
び
三
～
頁
参
照
。
吉
野
作
造
　
「
斯
く
信
じ
斯
く
語
る
」
（
文
化
生
活
研
究
会
）
　
一
二
二
頁
お
よ
び
二
一
四
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
　
「
海
老
名
弾
正
先
生
」
（
龍
吟
社
）
　
二
三
〇
ー
四
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
工
三
四
ー
九
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
四
四
頁
　
参
照
。
山
路
愛
山
の
「
我
が
見
た
る
耶
蘇
教
会
の
諸
先
生
」
の
～
節
（
「
太
陽
」
一
六
巻
一
六
号
　
明
治
四
三
年
会
九
一
〇
年
V
二
一
月
）
。
　
こ
の
大
挙
伝
道
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
工
藤
英
一
警
近
代
日
本
社
会
思
想
史
研
究
し
（
教
文
館
）
　
八
O
l
一
〇
六
頁
　
参
照
。
　
植
村
に
つ
い
て
は
、
京
極
純
一
　
「
田
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
政
治
思
想
ー
植
村
正
久
の
場
合
ー
」
　
編
集
代
表
者
福
田
勧
一
「
政
治
思
想
に
お
け
る
西
欧
と
田
本
」
G
9
（
東
京
大
学
出
版
会
）
所
収
　
六
五
…
一
六
六
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
隣
三
頁
　
参
照
。
山
路
愛
山
の
前
掲
の
一
節
（
「
太
陽
」
　
前
掲
）
。
　
こ
の
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
波
亘
編
著
　
　
「
植
村
正
久
と
其
の
時
代
」
（
教
文
館
）
五
巻
　
二
四
三
ー
四
三
八
頁
　
参
照
。
「
明
治
二
〇
年
代
に
新
神
学
が
お
こ
り
、
特
に
組
合
教
会
に
は
信
仰
上
の
動
揺
を
お
こ
す
も
の
が
あ
り
、
日
本
の
教
界
は
正
統
主
義
に
固
執
す
る
も
の
と
自
由
主
義
に
よ
っ
て
こ
れ
を
批
判
す
る
も
の
が
混
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
包
括
す
る
福
音
同
盟
会
が
二
〇
世
紀
を
迎
え
て
大
挙
伝
道
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
し
た
と
き
、
正
統
派
の
植
村
は
福
音
理
解
の
一
致
が
な
く
て
共
岡
の
伝
道
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
、
同
盟
会
を
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
海
老
名
が
植
村
の
立
場
を
攻
撃
し
、
両
者
の
は
げ
し
い
論
争
が
八
ヶ
月
も
つ
づ
い
た
。
こ
の
論
争
の
結
果
、
福
音
周
盟
会
は
混
乱
の
中
に
糊
人
其
救
い
の
た
め
に
世
に
降
り
た
ま
え
る
吾
等
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
神
と
信
ず
る
臨
植
村
的
立
場
に
赴
き
、
海
老
名
の
見
解
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
教
界
に
伝
統
的
な
福
音
主
義
が
明
確
に
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
同
盟
会
の
決
議
で
敗
北
し
た
か
に
み
え
た
海
老
名
は
か
え
っ
て
安
部
磯
雄
、
松
村
介
石
、
島
田
三
郎
、
木
下
尚
江
、
巌
本
善
治
、
押
川
方
義
と
い
っ
た
多
く
の
教
界
関
係
者
よ
り
理
解
と
協
力
を
え
た
。
彼
の
教
会
は
こ
の
論
争
と
そ
の
結
末
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
伸
張
し
て
い
っ
た
。
」
土
肥
昭
夫
　
「
海
老
名
弾
正
」
和
田
洋
～
編
　
　
「
同
志
社
の
思
想
家
た
ち
」
（
岡
志
社
大
学
生
協
出
版
部
）
上
巻
　
所
収
　
一
〇
八
…
九
頁
　
参
照
。
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
海
老
名
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
、
特
に
「
神
子
の
意
識
の
宗
教
」
を
形
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、
回
心
の
体
験
が
二
度
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
海
老
名
は
安
政
三
年
八
月
二
〇
日
（
一
八
五
六
年
九
月
一
八
日
）
筑
後
国
柳
川
藩
（
現
在
の
福
岡
県
柳
川
市
）
の
武
士
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
時
か
ら
特
に
母
よ
り
武
士
道
の
薫
陶
を
受
け
、
ま
た
藩
校
伝
習
館
で
漢
学
を
修
め
た
が
、
や
が
て
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
て
忠
誠
の
対
象
が
解
消
し
た
こ
と
に
よ
り
、
忠
誠
の
対
象
を
模
索
す
る
精
神
的
葛
藤
の
な
か
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
近
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ
く
道
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
五
年
九
月
（
一
八
七
二
年
一
〇
月
）
親
元
を
離
れ
て
熊
本
洋
学
校
に
入
学
し
た
が
、
父
の
柳
川
へ
帰
れ
と
い
う
願
い
に
そ
む
い
て
勉
学
に
励
み
、
そ
こ
で
は
横
井
小
楠
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
実
学
的
経
世
論
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
さ
東
　
洋
　
法
　
学
五
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ら
に
、
熱
心
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
厳
格
な
人
格
主
義
教
育
を
施
し
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
（
い
じ
蜜
器
ω
〈
蕊
G
。
c
。
1
む
8
〉
）
か
ら
英
語
、
地
理
、
歴
史
、
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
理
学
、
天
文
学
な
ど
を
学
び
、
こ
う
し
て
小
楠
の
伝
統
を
も
つ
実
学
の
修
養
（
「
小
楠
日
く
『
尭
舜
三
代
の
心
を
用
う
る
を
見
る
に
、
其
天
を
畏
る
㌧
こ
と
、
現
在
天
帝
の
上
に
在
せ
る
如
く
、
目
に
視
、
耳
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヰ
レ
聞
く
。
動
容
周
施
、
総
て
天
帝
の
命
を
受
く
る
如
く
、
自
然
に
敬
畏
な
り
』
云
々
と
。
予
を
し
て
、
天
に
向
は
し
む
る
指
南
と
な
っ
た
。
」
す
な
わ
ち
小
楠
は
天
帝
を
も
っ
て
実
在
と
し
て
客
観
視
し
た
。
）
お
よ
び
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
学
習
し
た
、
特
に
自
然
科
学
（
「
小
楠
の
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぢ
レ
上
帝
と
、
科
学
で
い
ふ
ユ
ニ
ヴ
ァ
サ
ル
・
マ
イ
ン
ド
と
は
同
一
で
あ
る
。
狐
）
と
欧
米
の
歴
史
（
「
西
暦
初
期
に
、
基
督
教
と
い
ふ
偉
大
な
る
精
神
が
現
わ
れ
て
、
良
心
の
自
由
、
信
仰
の
自
由
を
主
張
し
て
戦
っ
た
。
ヂ
エ
…
ン
ス
が
教
へ
た
米
国
歴
史
中
の
偉
大
な
る
精
神
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ
遡
っ
て
ゆ
け
ば
、
基
督
教
に
結
付
け
ら
れ
、
『
新
約
聖
書
』
に
達
し
た
。
」
）
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
道
を
開
く
準
備
を
な
し
た
。
こ
う
し
て
海
老
名
は
聖
書
を
読
み
た
く
な
り
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
の
秋
か
ら
ジ
ェ
ー
ン
ズ
宅
で
の
土
曜
夜
の
聖
書
輪
読
会
に
参
加
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
・
理
解
を
高
め
て
い
っ
た
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
三
月
第
一
土
曜
臼
夜
の
聖
書
輪
読
会
に
お
い
て
、
最
初
の
回
心
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
体
験
し
た
。
　
「
ヂ
エ
ー
ン
ス
は
、
聖
書
を
読
み
終
る
と
、
荘
厳
な
る
態
度
を
以
て
、
『
今
夜
は
、
祈
疇
に
就
い
て
一
言
し
た
い
』
と
述
べ
た
。
予
は
か
ね
て
よ
り
聴
き
た
い
題
目
で
あ
っ
た
か
ら
、
満
腔
の
熱
心
を
以
て
、
耳
を
傾
け
た
。
ヂ
エ
…
ン
ス
は
粛
然
と
し
て
日
く
、
『
祈
藩
は
、
我
々
の
職
分
で
あ
る
。
創
造
者
に
対
す
る
オ
ブ
リ
ゲ
エ
シ
ョ
ン
で
あ
る
』
と
述
べ
た
。
職
分
と
は
、
予
に
と
り
霞
塵
一
聲
で
あ
っ
た
。
窓
か
ら
部
屋
の
中
へ
、
光
明
が
来
た
や
う
に
感
じ
た
。
雷
が
頭
上
に
落
ち
て
、
予
は
微
塵
に
砕
け
た
心
地
し
た
。
あ
㌧
、
祈
薦
は
職
分
で
あ
っ
た
か
。
私
は
、
職
分
を
怠
っ
て
ゐ
ま
し
た
か
。
祈
疇
が
職
分
な
ら
、
膝
を
折
り
、
骨
を
碑
い
て
も
、
祈
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
今
ま
で
祈
薦
し
な
か
っ
た
の
は
、
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
悪
か
っ
た
。
私
は
罪
人
で
あ
り
ま
す
。
申
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
御
免
し
下
さ
い
と
祈
っ
た
。
僅
か
の
瞬
間
で
あ
っ
た
が
、
精
神
上
の
働
き
は
疾
風
迅
雷
で
、
過
去
の
自
己
は
根
抵
か
ら
覆
へ
さ
れ
た
。
予
は
中
心
か
ら
祈
っ
た
。
ヂ
エ
ー
ン
ス
は
『
第
二
に
、
祈
疇
は
神
と
の
交
り
で
あ
る
』
と
云
っ
た
。
予
は
驚
愕
し
た
。
神
と
の
交
り
と
は
、
何
と
有
難
い
も
の
で
は
な
い
か
。
今
ま
で
予
は
、
智
者
識
者
と
の
交
り
を
求
め
た
。
天
子
様
の
御
言
葉
を
戴
き
た
か
っ
た
が
、
親
し
く
上
帝
に
交
り
得
る
と
は
、
何
と
高
大
な
る
恩
徳
で
は
な
い
か
。
神
は
宇
宙
の
主
宰
で
あ
る
。
こ
れ
と
交
は
る
の
が
祈
薦
で
あ
る
か
と
、
平
身
低
頭
し
て
ゐ
た
。
予
の
魂
は
青
草
が
慈
雨
に
浴
す
る
如
く
、
伸
び
上
っ
た
。
始
め
て
神
を
仰
い
だ
。
次
い
で
ヂ
エ
ー
ン
ス
は
『
祈
薦
は
求
め
で
あ
る
と
』
説
い
た
が
、
予
は
、
祈
薦
が
神
と
の
交
り
だ
け
で
い
㌧
。
他
に
求
め
る
事
は
無
い
と
て
、
別
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
。
斯
く
て
予
の
精
神
状
態
は
、
全
く
一
変
し
た
。
謂
は
漆
王
政
維
新
が
出
来
上
っ
た
。
良
心
が
権
威
を
取
戻
し
て
、
私
心
は
降
参
し
た
。
関
ヶ
原
の
一
戦
に
、
良
心
が
勝
っ
て
、
私
心
は
敗
け
た
。
最
早
私
心
に
対
す
る
追
撃
戦
と
な
り
、
予
は
、
全
く
新
し
い
人
に
成
っ
た
。
神
と
予
の
間
に
、
電
線
が
か
け
ら
れ
た
。
何
事
で
も
、
神
に
伺
ひ
、
神
意
を
旨
と
す
る
に
至
っ
た
。
予
は
神
の
僕
と
な
り
、
君
臣
の
関
係
が
、
神
と
自
分
と
の
間
に
成
立
し
た
。
こ
の
体
験
を
、
聖
書
に
い
ふ
新
生
と
見
た
。
予
は
基
督
の
従
者
と
な
り
、
新
し
い
人
に
成
っ
た
。
予
は
今
ま
で
、
神
に
対
し
て
縁
遠
く
、
自
己
を
中
心
と
し
て
、
神
を
外
に
置
い
た
。
今
ま
で
は
地
球
中
心
説
の
や
う
な
考
方
で
あ
っ
た
。
太
陽
が
地
球
の
周
囲
を
廻
っ
て
ゐ
る
。
神
が
自
己
を
廻
っ
て
ゐ
る
、
と
考
へ
て
ゐ
た
が
、
今
度
は
神
中
心
で
あ
っ
て
、
自
分
は
、
太
陽
の
周
囲
を
廻
っ
て
ゐ
る
惑
星
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
予
は
、
初
め
親
思
ひ
で
あ
っ
た
が
、
長
じ
て
君
思
ひ
と
成
り
、
｝
転
し
て
国
思
ひ
と
成
っ
た
が
、
今
は
神
思
ひ
に
成
っ
た
。
こ
の
体
験
を
、
何
と
説
明
し
得
よ
う
か
。
孝
・
忠
・
敬
と
で
も
称
せ
ら
れ
よ
う
。
孝
・
忠
・
敬
の
三
者
は
矛
盾
し
な
い
。
そ
し
て
敬
が
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
レ
根
本
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
」
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
こ
の
よ
う
な
回
心
に
よ
っ
て
、
海
老
名
は
、
祈
薦
は
職
分
で
あ
る
と
の
聲
に
よ
り
、
宇
宙
の
主
宰
で
あ
る
神
に
対
し
て
拝
脆
す
る
者
と
な
り
、
神
の
僕
と
な
り
、
神
と
君
臣
関
係
を
成
立
さ
せ
て
、
神
を
新
た
な
忠
誠
の
対
象
と
し
て
発
見
し
、
さ
ら
に
は
人
が
神
と
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
言
葉
に
よ
り
、
た
だ
神
が
主
人
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
親
し
く
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
相
手
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
主
我
主
義
か
ら
主
神
主
義
と
な
り
、
神
の
従
者
と
し
て
の
新
し
い
人
と
な
り
、
熱
烈
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
。
幕
藩
体
制
の
崩
壊
以
来
、
忠
誠
の
対
象
を
模
索
し
て
い
た
海
老
名
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
生
の
目
標
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
神
と
君
臣
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
武
士
道
的
儒
教
的
倫
理
が
そ
の
意
識
の
根
抵
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
の
第
一
の
回
心
が
体
験
さ
れ
た
こ
ろ
、
ジ
ェ
…
ン
ズ
宅
に
て
日
曜
礼
拝
が
始
ま
り
、
洋
学
校
の
生
徒
か
ら
海
老
名
を
は
じ
め
当
初
八
名
ぐ
ら
い
が
参
加
し
た
が
、
こ
の
年
の
終
わ
り
ご
ろ
に
い
た
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
問
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
急
速
に
広
が
り
、
熱
狂
的
に
高
ま
っ
て
、
リ
バ
イ
バ
ル
が
起
こ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
翌
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
一
月
末
、
花
岡
山
に
四
〇
名
ば
か
り
の
キ
リ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
教
を
信
ず
る
生
徒
が
集
ま
り
、
「
奉
教
趣
意
書
」
を
読
み
上
げ
、
一
致
団
結
し
て
、
「
萄
モ
報
国
ノ
志
ヲ
抱
ク
者
ハ
、
宜
ク
感
発
興
起
シ
、
生
命
ヲ
塵
芥
二
比
シ
、
以
テ
西
教
ノ
公
明
正
大
ナ
ル
ヲ
解
明
ス
ベ
シ
。
」
と
誓
約
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
啓
蒙
の
強
化
と
新
し
い
国
家
の
建
設
の
志
を
公
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
だ
が
、
こ
の
誓
約
は
洋
学
校
内
外
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
感
情
を
激
化
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
生
徒
は
洋
学
校
設
立
の
趣
旨
に
反
す
る
か
ら
退
校
せ
し
む
べ
し
と
し
、
あ
る
い
は
親
族
た
ち
か
ら
は
そ
の
誓
約
か
ら
離
脱
さ
せ
よ
う
と
激
し
い
圧
迫
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
の
よ
う
な
動
き
に
ほ
と
ん
ど
屈
す
る
こ
と
な
く
、
海
老
名
は
同
年
六
月
に
は
ジ
ェ
…
ン
ズ
よ
り
洗
礼
を
受
け
、
七
月
に
は
四
力
年
の
課
程
を
終
了
し
て
卒
業
し
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
が
盛
ん
と
な
っ
た
洋
学
校
は
そ
れ
を
心
よ
し
と
し
な
い
援
助
者
の
減
少
と
経
済
上
の
維
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
れ
レ
持
困
難
の
た
め
、
同
年
一
〇
月
を
も
っ
て
廃
校
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
　
洋
学
校
を
卒
業
し
た
海
老
名
た
ち
は
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
紹
介
に
よ
り
、
同
年
九
月
、
前
年
（
明
治
八
年
）
一
一
月
に
新
島
嚢
に
よ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
レ
開
校
し
た
ば
か
り
の
京
都
の
同
志
社
に
入
学
し
た
（
こ
の
時
入
学
し
た
一
七
名
と
一
足
先
に
入
学
し
て
い
た
金
森
通
倫
、
遅
れ
て
入
学
し
た
小
崎
弘
道
と
山
崎
為
徳
と
を
加
え
る
と
二
〇
名
と
な
り
、
こ
の
一
団
を
当
時
の
同
志
社
宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
通
称
「
熊
本
バ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ゾ
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
日
、
通
常
の
見
解
は
、
前
述
の
「
奉
教
趣
意
書
」
の
署
名
人
お
よ
び
そ
の
後
に
こ
の
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
お
ザ
名
に
加
わ
っ
た
小
崎
弘
道
た
ち
を
加
え
た
一
団
を
指
し
て
い
う
）
。
こ
の
洋
学
校
出
身
者
た
ち
は
、
創
立
早
々
の
同
志
社
の
組
織
や
授
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
内
容
お
よ
び
方
法
に
不
満
を
も
ち
、
そ
れ
を
当
局
者
に
訴
え
た
が
、
そ
れ
も
や
が
て
両
者
の
協
議
に
ょ
っ
て
次
第
に
解
消
さ
れ
、
同
志
社
は
よ
う
や
く
学
校
の
体
裁
を
な
す
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
海
老
名
は
課
業
に
は
な
か
な
か
熱
心
に
な
れ
な
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
べ
が
、
生
徒
仲
間
で
神
学
論
争
を
行
い
、
ま
た
み
ず
か
ら
読
書
し
て
、
神
学
の
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
翌
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
年
）
夏
期
休
暇
に
な
る
と
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
道
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
海
老
名
は
新
島
の
依
頼
に
よ
っ
て
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
馬
県
安
中
へ
伝
道
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
ヨ
レ
　
こ
の
伝
道
で
は
、
七
月
半
ば
よ
り
八
月
末
に
か
け
て
、
毎
日
の
聖
書
講
義
と
そ
の
他
の
日
曜
礼
拝
や
講
演
を
行
い
、
四
〇
名
の
帰
依
者
を
得
た
。
さ
ら
に
翌
明
治
二
年
二
八
七
八
年
）
に
は
安
中
地
方
か
ら
新
島
に
対
し
て
伝
道
者
の
派
遣
を
要
請
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
応
じ
て
止
む
な
く
、
海
老
名
は
同
志
社
を
休
学
し
て
再
度
の
伝
道
に
赴
い
た
。
二
月
よ
り
七
月
に
か
け
て
、
熱
心
に
一
週
何
回
と
な
く
信
者
宅
に
て
説
教
し
、
あ
る
い
は
演
説
し
、
聖
書
の
講
義
を
行
っ
て
、
安
中
地
方
の
信
者
を
ま
と
め
、
安
中
教
会
を
組
織
し
て
、
七
月
二
〇
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洋
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一
〇
日
に
は
京
都
へ
帰
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
二
度
に
わ
た
っ
た
安
中
伝
道
は
、
海
老
名
の
き
わ
め
て
熱
心
な
努
力
に
よ
っ
て
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
結
果
、
そ
の
健
康
が
非
常
に
そ
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
心
身
と
も
に
疲
労
し
、
特
に
眼
が
衰
弱
し
て
、
読
書
は
不
可
能
と
な
り
、
秋
か
ら
の
勉
学
に
耐
え
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
日
々
の
学
課
に
つ
い
て
は
浮
田
和
民
が
親
切
に
も
音
読
し
て
く
れ
る
の
を
毎
夜
聞
き
、
な
ん
と
か
課
業
は
中
止
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
が
、
し
た
が
っ
て
無
聯
の
時
間
が
多
く
、
散
歩
と
冥
想
と
に
時
間
を
つ
い
や
し
て
い
た
。
「
快
々
と
し
て
楽
し
む
こ
と
能
は
ず
、
そ
こ
で
私
は
そ
の
快
欝
の
由
っ
て
来
る
所
を
た
し
か
に
衝
き
留
め
よ
う
と
深
く
考
慮
を
重
ね
、
瞑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
レ
想
か
ら
瞑
想
に
耽
っ
た
の
で
あ
る
。
し
こ
う
し
て
一
日
諮
然
と
し
て
悟
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
第
二
の
回
心
を
体
験
し
た
。
　
「
畢
寛
す
る
に
、
私
に
は
根
強
い
欲
望
が
あ
る
、
こ
の
欲
望
が
遂
げ
ら
れ
ざ
る
為
め
に
、
私
は
憂
欝
に
沈
む
の
で
あ
る
。
盲
目
同
様
の
逆
境
に
陥
っ
て
は
、
平
生
の
欲
望
は
断
じ
て
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
、
こ
の
自
明
の
道
理
を
一
か
ら
十
ま
で
承
知
し
な
が
ら
、
尚
快
々
と
し
て
楽
し
み
得
ざ
る
は
、
知
識
の
不
足
な
る
が
為
め
に
あ
ら
ず
、
欲
望
そ
の
も
の
が
深
く
私
の
心
底
に
根
ざ
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
之
れ
が
心
中
に
籠
居
す
る
限
り
は
、
何
時
ま
で
も
、
憂
欝
は
私
の
心
中
を
去
ら
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
最
早
、
知
識
で
は
な
い
、
意
志
の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
ば
、
私
の
修
行
は
諸
欲
断
滅
に
あ
る
と
、
腹
を
き
め
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
か
ら
、
諸
欲
を
検
査
し
て
見
た
所
、
所
謂
、
肉
欲
は
之
を
制
限
し
、
又
之
を
断
滅
す
る
に
左
程
難
事
で
は
な
い
や
う
だ
、
唯
生
涯
独
身
で
過
ご
す
こ
と
は
難
事
で
あ
る
や
う
だ
が
、
し
か
し
、
之
れ
は
当
面
の
急
務
で
は
な
い
。
そ
の
と
き
私
は
既
に
世
棄
人
の
状
態
で
あ
っ
た
故
に
、
肉
欲
は
私
を
苦
し
め
て
居
な
か
っ
た
。
国
家
の
為
め
神
の
国
の
為
め
に
は
、
万
事
を
擁
ち
た
る
意
識
を
有
し
て
居
っ
た
。
因
っ
て
、
更
に
、
心
意
の
欲
を
考
慮
し
て
見
る
に
、
名
誉
心
は
さ
ま
で
根
抵
深
い
も
の
と
は
思
は
な
か
っ
た
。
古
来
幾
多
の
英
雄
が
之
を
追
ひ
慕
う
た
の
で
あ
る
が
、
私
に
は
甚
だ
幼
稚
の
気
分
と
思
は
れ
た
。
名
誉
は
嫌
ひ
で
は
な
い
が
、
強
ひ
て
求
む
る
気
は
な
い
、
私
を
悩
ま
す
欲
は
、
之
れ
で
は
な
い
、
さ
ら
ば
、
権
勢
の
欲
で
あ
る
か
、
然
り
、
私
は
三
年
前
既
に
竃
蕪
聾
蜜
鋤
臼
σ
鐘
畠
を
榔
っ
た
、
次
に
勺
○
｝
葺
8
訂
旨
ぴ
識
9
を
も
榔
っ
た
。
第
一
よ
り
も
第
二
を
郷
つ
こ
と
は
六
ヶ
敷
か
っ
た
。
私
は
嘗
つ
て
君
国
の
為
め
に
は
父
母
の
命
に
も
違
ひ
、
断
腸
の
経
験
を
な
し
た
が
、
断
行
し
得
た
の
で
あ
る
。
又
横
井
小
楠
の
教
へ
に
よ
っ
て
政
治
の
目
的
は
結
局
、
五
倫
五
常
を
国
民
に
守
ら
せ
、
国
家
の
品
性
を
高
貴
に
す
る
に
あ
り
と
は
承
知
し
た
か
ら
、
政
治
家
を
辞
し
て
、
偏
に
国
民
教
化
に
従
事
せ
ん
と
転
向
す
る
こ
と
は
、
名
誉
を
郷
ち
た
る
者
に
は
、
さ
ま
で
難
事
で
は
な
か
っ
た
、
蓋
し
政
治
的
権
力
を
宗
教
的
権
力
に
転
向
し
移
し
た
か
ら
で
あ
る
。
又
此
の
如
く
意
志
を
転
向
す
る
こ
と
は
、
君
国
に
蓋
さ
ん
と
の
愛
国
心
に
は
毫
も
抵
鰯
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
日
本
国
を
神
の
聖
旨
に
合
す
る
国
家
と
な
し
、
臼
本
国
民
を
し
て
天
民
た
ら
し
め
ん
と
欲
し
た
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
大
目
的
を
遂
行
す
る
権
力
が
欲
し
い
の
で
あ
る
、
此
の
権
力
の
欲
は
牢
固
と
し
て
私
の
胸
奥
に
籠
居
し
て
抜
け
な
い
、
さ
て
此
の
権
力
を
得
る
の
道
は
、
全
く
閉
鎖
さ
れ
た
。
さ
て
そ
の
道
と
は
何
で
あ
る
、
知
識
で
あ
る
。
私
は
少
年
の
と
き
類
蓉
鉱
①
凝
象
ω
唇
類
費
（
知
識
は
力
な
り
）
と
い
ふ
一
句
を
見
出
し
た
以
来
、
知
識
に
熱
中
し
来
っ
た
、
真
理
そ
の
も
の
を
旨
と
す
る
知
識
の
欲
も
、
私
の
心
中
に
は
多
少
は
在
っ
た
な
れ
ど
も
、
政
治
を
も
、
教
化
を
も
擁
っ
て
、
唯
単
に
知
識
を
旨
と
す
る
と
い
ふ
程
の
哲
学
者
と
は
ま
だ
成
り
得
て
居
ら
な
か
っ
た
。
私
は
、
権
力
を
得
る
唯
一
の
道
と
し
て
、
熱
烈
に
知
識
を
欲
求
し
た
の
で
あ
る
。
私
の
権
力
と
い
ふ
は
国
家
の
権
力
で
は
な
い
、
教
会
の
権
力
で
も
な
い
、
心
力
で
あ
る
、
難
能
で
あ
る
。
当
時
私
は
之
れ
な
し
で
は
日
本
教
化
は
不
可
能
と
見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
権
力
の
欲
望
即
ち
こ
の
欲
望
を
遂
げ
し
む
る
知
識
欲
が
私
の
心
底
に
牢
乎
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
根
拠
を
占
め
て
居
っ
た
。
之
が
私
を
憂
欝
な
ら
し
め
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
又
私
は
五
年
前
私
の
一
友
人
か
ら
、
智
者
は
智
を
貧
る
と
い
ふ
を
聞
い
て
、
貧
智
欲
を
逞
う
し
、
奮
闘
努
力
し
て
来
っ
た
、
私
は
余
り
に
智
を
貧
っ
た
為
め
に
、
体
を
疲
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一
二
ら
し
、
眼
を
衰
へ
し
め
た
。
私
は
之
を
実
験
し
つ
㌧
尚
知
識
を
貧
っ
て
居
っ
た
。
飲
酒
家
が
身
体
を
傷
け
つ
㌧
も
酒
を
貧
り
、
喫
煙
家
が
煙
草
の
害
を
知
り
つ
㌧
も
、
煙
草
を
禽
り
主
銭
奴
が
餓
死
す
る
も
、
尚
銭
を
貧
る
如
く
、
否
そ
れ
よ
り
も
根
強
く
私
は
知
識
を
貧
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
知
識
の
欲
は
牢
乎
と
し
て
、
抜
け
な
い
が
、
之
を
抜
か
ざ
れ
ば
、
私
は
天
地
の
罪
人
で
あ
る
、
神
の
私
に
與
へ
給
は
ざ
る
知
識
を
貧
り
取
ら
ん
と
欲
す
る
私
の
心
事
は
、
天
地
の
泥
棒
に
あ
ら
ず
し
て
何
ん
で
あ
ら
う
と
、
神
が
権
力
を
も
知
識
を
も
與
へ
給
は
ざ
る
に
、
尚
之
を
慕
ひ
貧
り
求
む
る
心
事
を
懐
い
て
居
る
と
は
、
一
身
を
神
に
献
げ
た
る
者
の
造
次
に
も
あ
る
ま
じ
き
事
で
あ
る
、
私
は
深
刻
な
る
罪
の
自
覚
を
体
験
し
、
前
日
の
憂
欝
は
一
変
し
て
煩
悩
苦
悶
に
な
っ
た
、
如
何
に
し
て
こ
の
貧
智
の
欲
に
勝
つ
こ
と
を
得
る
や
、
私
は
私
の
心
事
を
検
討
し
て
見
る
に
、
智
を
貧
る
者
も
私
で
あ
り
、
之
を
断
滅
せ
ん
と
奮
闘
す
る
も
私
で
あ
る
、
こ
の
戦
闘
は
自
戦
自
闘
で
あ
る
、
勝
負
の
つ
く
と
き
は
、
結
局
双
方
諸
共
に
疲
労
し
、
戦
死
す
る
よ
り
外
道
は
な
い
、
実
に
五
分
々
々
の
戦
闘
力
で
あ
る
。
結
局
疲
労
し
終
る
も
の
は
我
れ
自
か
ら
で
あ
る
。
私
は
何
人
と
も
此
心
事
を
語
る
訳
に
は
行
か
ぬ
。
私
の
此
心
裡
の
消
息
は
何
人
も
之
を
了
解
し
得
な
い
。
私
は
私
の
敬
愛
す
る
神
と
の
み
語
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
神
は
私
に
言
ふ
、
汝
は
私
を
愛
す
る
か
、
然
り
、
私
は
神
を
愛
し
ま
す
。
汝
は
権
力
と
我
と
敦
れ
を
多
く
愛
す
る
か
。
私
は
固
よ
り
『
ア
ナ
タ
』
を
愛
し
ま
す
。
汝
は
知
識
と
我
と
敦
れ
を
よ
り
多
く
愛
す
る
か
。
勿
論
『
ア
ナ
タ
駄
を
愛
し
ま
す
。
我
は
汝
に
権
力
を
も
、
知
識
を
も
與
へ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
我
を
愛
す
る
か
。
勿
論
愛
し
ま
す
。
汝
は
我
を
見
出
し
て
以
来
、
我
に
熱
中
し
偏
に
忠
僕
た
ら
ん
と
欲
し
た
る
は
、
我
れ
能
く
之
を
知
る
。
け
れ
ど
も
、
汝
が
為
さ
ん
と
欲
す
る
教
化
の
事
業
は
、
我
れ
之
を
汝
の
同
級
生
に
為
さ
し
め
ん
と
思
ふ
。
假
令
汝
が
な
さ
喋
る
も
他
の
人
が
之
を
な
せ
ば
、
よ
い
で
は
な
い
か
。
汝
は
他
人
が
汝
の
為
す
べ
き
と
思
ふ
所
の
教
化
の
大
功
を
奏
せ
ば
、
其
都
度
我
に
感
謝
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
。
さ
う
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
斯
く
神
に
問
ひ
詰
め
ら
れ
た
私
は
、
最
早
、
反
省
す
る
余
地
は
な
い
。
私
は
貧
智
の
欲
に
な
や
ま
さ
れ
、
義
勇
奉
公
の
勲
功
を
立
て
ん
と
欲
し
て
、
尚
之
を
為
す
こ
と
能
は
ず
、
而
し
て
、
私
は
神
の
與
へ
給
は
ざ
る
も
の
を
取
ら
ん
と
熱
中
す
る
天
地
の
泥
棒
、
大
罪
人
で
あ
る
。
さ
ら
ば
、
私
は
罪
悪
の
土
塊
で
あ
っ
て
、
果
し
て
何
も
取
る
べ
き
も
の
、
神
の
聖
旨
に
合
す
る
も
の
は
何
も
な
い
だ
ら
う
か
。
否
あ
る
、
私
の
胸
奥
に
は
尚
、
神
を
愛
慕
す
る
一
片
の
至
情
が
あ
る
。
こ
の
至
情
に
は
罪
は
な
い
。
さ
ら
ば
今
後
、
私
は
こ
の
一
片
の
至
情
に
生
き
ょ
う
。
権
力
の
欲
を
も
、
知
識
の
欲
を
も
、
布
教
の
欲
望
を
も
、
蓋
忠
の
奉
公
を
も
十
字
架
に
釘
付
に
し
て
、
私
は
唯
神
を
思
ふ
一
片
の
至
情
に
生
き
よ
う
、
こ
の
至
情
だ
け
は
神
の
思
召
に
適
す
る
に
相
違
な
し
と
結
論
し
、
明
治
十
一
年
晩
秋
夕
陽
西
山
に
う
づ
く
比
、
大
宮
御
所
の
庭
園
の
中
島
、
大
な
る
樫
の
根
の
周
囲
を
俳
徊
し
、
落
つ
る
木
葉
に
ピ
カ
く
と
映
ず
る
夕
日
の
影
に
照
ら
さ
れ
つ
㌧
、
且
つ
祈
り
、
有
益
な
る
忠
僕
と
し
て
一
生
を
送
り
得
ず
し
て
一
赤
子
と
し
て
御
懐
に
居
る
こ
と
が
聖
旨
で
あ
る
な
ら
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぬ
レ
願
く
は
、
聖
旨
に
任
せ
結
へ
と
私
は
断
腸
の
苦
痛
を
嘗
め
て
祈
っ
た
。
し
　
こ
の
よ
う
な
第
二
の
回
心
に
よ
り
、
前
述
の
第
一
の
回
心
に
お
い
て
神
の
忠
僕
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
た
決
心
を
改
め
て
、
す
べ
て
の
欲
望
特
に
貧
知
の
欲
を
断
滅
し
、
神
を
慈
父
と
し
て
愛
し
、
神
に
ょ
り
そ
う
無
力
な
一
赤
子
と
な
ら
ん
と
祈
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
度
の
回
心
を
経
て
、
「
神
子
の
意
識
の
宗
教
」
の
根
底
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
だ
が
、
「
こ
の
赤
子
は
円
満
肥
へ
ふ
と
っ
た
赤
子
で
は
な
い
、
長
い
病
苦
に
な
や
ん
だ
小
児
が
、
正
し
く
、
九
死
に
一
生
を
得
て
、
快
復
期
に
入
っ
た
と
い
ふ
ば
か
り
の
状
態
で
あ
っ
た
。
私
（
海
老
名
ー
筆
者
注
）
の
問
題
は
、
如
何
に
し
て
此
逆
境
を
有
益
に
通
過
す
べ
き
か
で
あ
る
。
名
誉
の
欲
、
権
力
の
欲
、
知
識
の
欲
は
忽
焉
と
し
て
消
え
失
せ
た
の
で
は
な
い
が
、
最
早
、
主
と
し
て
我
が
求
む
る
所
で
は
な
い
か
ら
、
強
ひ
て
之
を
打
携
ふ
に
も
及
ば
な
い
、
私
は
専
ら
精
神
を
潔
く
す
る
こ
と
に
心
懸
け
て
、
前
々
年
、
ヂ
エ
…
ン
ス
先
生
が
、
私
に
勧
言
し
た
事
（
『
神
学
書
は
読
む
べ
か
ら
ハ
の
レず
。
』
1
筆
者
注
）
が
、
こ
㌧
に
始
め
て
実
行
の
道
と
な
っ
た
。
私
は
神
学
研
究
を
全
然
放
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
い
や
う
に
、
余
儀
無
く
せ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
　
ら
れ
た
の
で
、
偏
に
、
神
の
赤
子
の
生
育
に
心
を
注
い
だ
。
」
こ
う
し
て
海
老
名
は
神
学
研
究
か
ら
離
れ
、
地
方
伝
道
に
墨
力
す
る
こ
と
と
な
る
。
　
明
治
一
二
年
二
八
七
九
年
）
六
月
に
は
同
志
社
神
学
校
を
卒
業
し
、
既
に
伝
道
に
従
っ
た
こ
と
の
あ
る
安
中
教
会
の
牧
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
こ
の
上
州
伝
道
は
約
七
年
間
続
い
た
が
、
当
初
、
眼
病
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
行
者
あ
る
い
は
世
棄
人
の
よ
う
に
諸
欲
を
断
滅
す
る
消
極
的
生
活
を
続
け
、
こ
う
し
た
内
観
の
修
養
に
よ
っ
て
、
神
の
赤
子
が
育
成
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
、
「
全
く
赤
子
の
心
を
以
て
名
誉
利
達
、
知
識
勢
力
の
欲
に
勝
ち
つ
㌧
あ
る
と
思
ひ
き
や
、
全
然
別
個
の
偉
大
な
る
力
に
由
っ
て
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
欲
を
断
滅
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
発
見
し
た
、
こ
の
偉
大
な
も
の
は
即
ち
傲
慢
で
あ
っ
た
。
」
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
あ
る
。
「
傲
慢
は
有
力
で
あ
る
。
人
力
の
中
未
だ
之
れ
よ
り
偉
大
な
る
も
の
な
か
ら
う
と
思
ふ
」
「
そ
れ
で
も
之
は
罪
悪
で
あ
る
。
否
、
之
は
罪
悪
中
の
最
も
大
な
る
罪
悪
で
あ
る
。
頒
む
べ
き
か
な
、
神
は
之
を
砕
き
給
ふ
た
。
我
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ
の
死
に
由
っ
て
神
の
赤
子
は
年
を
追
っ
て
発
育
し
た
。
」
こ
う
し
て
「
我
れ
キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
時
、
諸
欲
は
礫
殺
せ
ら
れ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
不
思
議
な
る
か
な
、
彼
の
断
滅
せ
ら
れ
た
る
諸
欲
は
忽
ち
復
活
し
て
、
神
の
赤
子
の
奴
隷
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
我
は
悲
観
の
境
よ
り
脱
離
し
て
楽
観
の
境
涯
に
入
り
始
め
た
の
で
あ
る
、
我
が
消
極
的
生
活
は
、
一
変
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ
積
極
的
生
活
と
な
っ
た
。
」
　
こ
の
よ
う
に
海
老
名
は
諸
欲
を
断
滅
し
よ
う
と
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
お
い
て
も
、
傲
慢
と
い
う
罪
悪
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
が
、
い
ま
や
、
そ
の
諸
欲
を
矯
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
赤
子
た
ろ
う
と
す
る
消
極
的
生
活
を
捨
て
、
愛
慕
す
る
神
の
導
き
の
も
と
で
積
極
的
生
活
に
転
じ
、
神
の
赤
子
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
こ
う
し
て
海
老
名
の
生
活
態
度
は
積
極
的
と
な
り
、
眼
病
も
次
第
に
回
復
し
て
、
胸
中
も
晴
れ
や
か
と
な
っ
た
が
、
明
治
一
四
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぱ
　
八
八
一
年
）
一
二
月
一
二
目
、
父
が
死
去
し
、
不
孝
の
子
で
あ
っ
た
と
慨
嘆
し
た
。
翌
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
一
〇
月
三
日
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　
横
井
小
楠
の
長
女
ミ
ヤ
と
結
婚
し
、
好
伴
侶
を
得
て
、
こ
れ
以
後
、
安
中
教
会
を
中
心
と
す
る
伝
道
活
動
は
き
わ
め
て
活
発
化
し
て
い
き
、
　
　
　
　
　
ぬ
レ
非
常
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
だ
が
、
上
州
全
体
の
伝
道
の
中
心
は
安
中
よ
り
も
県
庁
の
所
在
地
で
あ
る
前
橋
で
あ
る
と
考
え
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
年
）
に
は
安
中
を
辞
し
て
前
橋
へ
移
転
し
、
教
会
を
設
立
し
た
。
前
橋
に
お
け
る
伝
道
が
よ
う
や
く
緒
に
つ
き
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
発
展
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
二
年
後
、
さ
ら
に
前
橋
か
ら
東
京
へ
移
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
明
治
一
九
年
二
八
八
六
年
）
四
月
、
京
都
で
開
か
れ
た
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
年
会
に
お
い
て
、
日
本
組
合
キ
リ
ス
ト
教
会
の
設
立
を
決
定
す
る
と
と
も
、
大
い
に
伝
道
の
戦
線
拡
大
を
計
ろ
う
と
し
て
、
牧
師
の
大
幅
な
移
動
を
決
定
し
た
が
、
こ
の
結
果
、
そ
の
伝
道
方
針
に
従
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　
東
京
へ
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
一
〇
月
に
は
な
ん
の
準
備
も
な
く
、
初
め
て
の
東
京
に
お
け
る
伝
道
を
開
始
し
、
学
生
の
多
い
本
郷
湯
島
に
講
義
所
（
こ
れ
が
本
郷
教
会
の
揺
藍
で
あ
る
）
を
設
け
て
、
そ
の
成
果
が
よ
う
や
く
挙
が
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
ろ
、
横
井
時
雄
（
妻
・
ミ
ヤ
の
兄
）
の
不
幸
な
家
庭
の
事
情
が
あ
っ
て
、
海
老
名
は
横
井
に
東
京
を
譲
り
、
交
代
し
て
み
ず
か
ら
熊
本
に
赴
任
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
明
治
二
〇
年
二
八
八
七
年
）
九
月
に
は
東
京
か
ら
熊
本
へ
移
り
、
「
海
老
名
弾
正
夫
妻
の
熊
本
来
往
は
、
肥
後
の
耶
蘇
教
復
興
の
峰
パ
　火
」
と
な
り
、
猛
然
と
伝
道
を
開
始
し
た
が
、
か
つ
て
熊
本
洋
学
校
に
て
ジ
ェ
ー
ン
ズ
よ
り
種
々
な
学
問
を
熱
烈
に
教
え
ら
れ
た
海
老
名
は
、
教
会
堂
を
作
る
と
と
も
に
、
主
と
し
て
、
熊
本
英
学
校
お
よ
び
熊
本
女
学
校
を
舞
台
と
し
て
青
年
男
女
を
対
象
と
し
て
伝
道
し
、
短
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
時
日
の
間
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
勿
論
、
海
老
名
の
蓋
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
　
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
六
力
や
宣
教
師
た
ち
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
さ
き
の
洋
学
校
時
代
に
は
儒
教
の
立
場
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
に
非
常
に
反
対
し
て
い
た
横
井
小
楠
の
親
族
お
よ
び
そ
の
門
下
が
い
ま
や
そ
れ
に
対
す
る
熱
心
な
信
者
（
た
と
え
ば
竹
崎
順
子
口
横
井
小
楠
の
後
妻
つ
せ
子
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ
姉
で
海
老
名
夫
人
ミ
ヤ
の
伯
母
）
あ
る
い
は
賛
成
者
と
な
っ
て
支
援
し
た
こ
と
が
、
大
い
に
あ
づ
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
熊
本
伝
道
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
海
老
名
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
武
士
道
的
儒
教
的
素
養
を
基
底
に
も
っ
て
は
い
た
が
、
洋
学
校
時
代
に
お
け
る
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
影
響
の
も
と
で
神
の
忠
僕
と
し
て
生
き
よ
う
と
の
第
一
の
回
心
を
体
験
し
、
さ
ら
に
同
志
社
時
代
に
お
け
る
身
心
と
も
疲
労
し
諸
欲
を
断
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
無
心
な
赤
子
と
な
ろ
う
と
し
た
第
二
の
回
心
を
経
て
、
そ
の
後
、
安
中
、
前
橋
、
東
京
、
熊
本
な
ど
の
伝
道
に
懸
命
に
従
事
し
、
た
だ
神
の
赤
子
と
し
て
消
極
的
に
諸
欲
を
断
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
神
の
導
き
の
も
と
で
積
極
的
生
活
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
神
の
赤
子
の
育
成
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
牧
師
と
し
て
い
ま
や
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
実
績
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
の
体
験
に
基
づ
く
独
自
の
信
仰
ー
1
「
神
子
の
意
識
の
宗
教
」
ー
ー
を
形
成
し
て
い
っ
た
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
、
教
育
勅
語
の
発
布
な
ど
明
治
国
家
体
制
が
成
立
し
て
い
く
状
況
の
も
と
で
、
国
粋
主
義
お
よ
び
排
耶
論
が
台
頭
し
、
ま
た
新
神
学
（
自
由
神
学
）
が
輸
入
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
な
う
キ
リ
ス
ト
教
の
形
成
が
求
め
ら
れ
、
海
老
名
の
信
仰
お
よ
び
思
想
も
こ
の
よ
う
な
方
向
に
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
（
1
）
（
2
）
（
3
）87654i110　9
（
1
2
）
　
海
老
名
の
信
仰
お
よ
び
思
想
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
吉
馴
明
子
　
「
海
老
名
弾
正
の
政
治
思
想
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）
　
参
照
。
本
稿
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
　
熊
本
洋
学
校
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
杉
井
六
郎
　
「
熊
本
洋
学
校
－
実
学
党
の
理
想
教
育
機
関
i
」
　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
　
　
「
熊
本
バ
ン
ド
研
究
ー
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流
と
展
開
」
（
み
す
ず
書
房
）
所
収
　
六
六
　
ー
一
六
四
頁
　
参
照
。
　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
熊
本
洋
学
校
で
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
七
六
ー
八
四
頁
　
参
照
。
竹
中
正
夫
編
　
三
井
久
　
　
「
近
代
鑓
本
の
青
年
群
像
ー
熊
本
バ
ン
ド
物
語
」
（
日
本
Y
M
C
A
同
盟
出
版
部
）
　
四
五
－
六
三
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
九
〇
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
九
二
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
九
三
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
九
六
ー
七
頁
　
参
照
。
　
全
文
に
つ
い
て
は
、
安
丸
良
夫
　
宮
地
正
人
　
校
注
　
　
「
宗
教
と
圏
家
」
　
　
「
日
本
近
代
思
想
大
系
5
」
（
岩
波
書
店
）
所
収
　
三
四
九
ー
三
五
一
頁
　
参
照
。
そ
の
成
立
過
程
お
よ
び
内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
辻
橋
三
郎
　
　
導
奉
教
趣
意
書
』
の
成
立
と
そ
の
後
…
熊
本
バ
ン
ド
の
精
神
ー
ー
」
　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
　
前
掲
　
所
収
　
｝
六
五
ー
二
〇
〇
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
八
－
一
二
〇
頁
　
参
照
。
三
井
久
　
前
掲
　
～
九
八
－
二
〇
〇
頁
　
参
照
。
　
杉
井
六
郎
　
前
掲
　
九
六
ー
七
頁
　
参
照
。
　
高
道
基
　
　
「
熊
本
バ
ン
ド
と
初
期
周
志
社
　
　
彼
ら
と
草
創
期
の
同
志
社
1
」
　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
　
前
掲
　
所
収
　
二
二
四
ー
五
頁
参
照
。
　
「
熊
本
バ
ン
ド
と
は
何
で
あ
る
か
。
こ
の
呼
名
（
通
称
）
は
、
明
治
四
年
か
ら
九
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
熊
本
洋
学
校
で
ゼ
ー
ン
ス
の
薫
陶
を
受
け
、
花
岡
山
上
で
キ
リ
ス
ト
教
を
奉
じ
こ
の
教
え
を
日
本
国
に
宣
布
し
よ
う
と
決
意
し
た
人
び
と
を
中
心
と
す
る
一
団
が
、
洋
学
校
閉
鎖
後
明
治
九
年
秋
同
志
社
に
転
校
し
て
、
創
立
早
々
の
同
志
社
で
そ
の
す
ぐ
れ
た
学
力
と
粗
野
で
は
あ
る
が
活
発
旺
盛
な
気
風
と
に
ょ
っ
て
鴨
非
常
に
目
立
っ
た
特
異
な
存
在
』
を
示
し
た
と
き
、
当
時
同
志
社
に
在
職
中
の
宣
教
師
た
ち
が
こ
の
一
団
を
呼
び
習
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
」
　
篠
東
　
洋
　
法
　
学
一
七
（
1
3
）
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吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
（2）
一
八
田
一
人
　
　
「
日
本
近
代
思
想
史
に
お
け
る
熊
本
バ
ン
ド
の
意
義
」
　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
　
前
掲
　
所
収
　
三
頁
　
参
照
。
　
「
熊
本
バ
ン
ド
と
い
う
呼
び
名
は
岡
志
社
で
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
段
『
熊
本
バ
ン
ド
鮎
と
呼
ば
れ
る
と
き
、
そ
の
構
成
員
の
範
囲
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
種
々
の
考
え
方
が
あ
る
。
ふ
つ
う
熊
本
バ
ン
ド
と
い
え
ば
、
明
治
九
年
一
月
三
〇
環
熊
本
郊
外
花
岡
山
に
の
ぼ
っ
て
奉
教
の
盟
を
結
ん
だ
人
び
と
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
（
イ
）
こ
の
と
き
山
に
の
ぽ
っ
た
人
数
は
四
〇
人
ば
か
り
と
い
わ
れ
、
（
ロ
）
そ
の
う
ち
臓
奉
教
趣
意
書
臨
に
署
名
し
た
の
は
三
五
名
、
（
ハ
）
今
日
同
志
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
奉
教
趣
意
書
』
原
本
に
よ
っ
て
み
る
と
、
三
五
名
の
う
ち
～
四
名
は
そ
の
氏
名
の
上
に
線
が
引
か
れ
て
い
る
か
ら
、
署
名
が
抹
消
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
の
は
一
二
名
、
（
二
）
三
五
名
の
署
名
者
の
う
ち
同
志
社
に
転
学
し
た
の
は
何
名
か
開
ら
か
で
な
い
（
二
〇
名
と
も
い
わ
れ
る
）
が
、
同
志
社
を
卒
業
し
た
の
は
一
七
名
（
徳
富
蘇
峰
は
中
途
退
学
）
で
あ
る
。
（
ホ
）
署
名
者
三
五
名
を
含
む
四
〇
名
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）
の
人
び
と
は
、
熊
本
在
住
中
は
『
花
岡
山
バ
ン
ド
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
（
へ
）
な
お
三
五
名
の
ほ
か
小
崎
弘
道
そ
の
他
の
五
名
が
花
岡
山
の
盟
約
後
こ
の
グ
ル
…
プ
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
六
種
類
の
考
え
方
が
あ
り
う
る
か
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
（
へ
）
の
鱈
○
名
が
熊
本
バ
ン
ド
の
構
成
員
だ
と
み
な
し
て
お
き
た
、
。
　
篠
田
一
人
し
　
」渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
吉
馴
明
子
剛勝目辱削削剛馴酬月辱目彗
掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲
前
掲
　
四
頁
　
参
照
。
　
一
三
三
ー
四
頁
　
参
照
。
　
二
三
パ
ー
一
闘
O
頁
　
参
照
。
一
四
｝
1
二
頁
一
四
二
ー
四
頁
一
四
七
－
九
頁
一
五
〇
ー
｝
頁
一
五
一
－
三
頁
一
三
九
頁
　
参
照
。
一
五
懸
頁
　
参
照
。
二
四
ー
五
頁
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。
27　26　25　243王　30　29　28
　
吉
馴
明
子
　
前
掲
　
二
五
頁
　
参
照
。
　
吉
馴
明
子
前
掲
　
二
六
頁
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
六
〇
ー
心
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
｝
六
三
ー
六
頁
　
参
照
。
大
下
あ
や
　
前
掲
　
＝
二
九
ー
一
四
三
頁
　
参
照
。
「
彼
の
女
（
ミ
ヤ
ー
筆
者
注
〉
は
人
物
も
高
貴
で
あ
り
、
英
学
も
相
応
に
出
来
て
居
る
か
ら
、
申
分
は
な
い
が
、
身
体
虚
弱
の
為
我
が
献
身
の
仕
事
が
妨
げ
ら
れ
て
は
神
に
対
し
又
、
父
に
対
し
て
す
ま
な
い
。
さ
う
思
っ
て
苦
慮
煩
悶
、
食
の
味
を
失
ひ
、
数
回
絶
食
す
る
に
至
っ
た
。
一
度
過
っ
て
は
生
涯
取
返
し
は
つ
か
な
い
と
つ
ら
く
考
へ
て
見
れ
ば
、
今
ま
で
妻
を
嬰
る
こ
と
は
、
重
に
読
書
し
て
助
力
し
て
貰
ひ
た
い
と
い
ふ
利
用
の
立
場
か
ら
考
察
を
下
し
て
居
っ
た
。
が
、
さ
て
さ
う
な
る
と
、
若
し
健
康
の
女
子
と
難
も
婚
姻
後
虚
弱
の
女
と
な
ら
ん
と
も
予
知
し
難
い
。
果
し
て
虚
弱
の
人
と
な
っ
た
ら
、
そ
の
時
は
必
ず
大
失
望
に
陥
る
で
あ
ら
う
。
利
用
主
義
の
大
欠
陥
は
見
逃
さ
れ
な
い
。
健
康
も
必
要
で
あ
り
、
学
才
も
必
要
で
あ
る
が
、
婚
姻
の
根
本
精
神
は
更
に
く
深
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
永
久
変
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ピ
○
く
の
で
あ
る
。
之
れ
は
夫
婦
の
根
本
第
一
義
で
あ
る
。
問
題
は
之
れ
で
あ
る
。
我
果
し
て
真
に
彼
の
女
を
愛
す
る
や
、
否
や
。
如
何
様
の
境
遇
に
出
逢
ふ
て
も
、
変
ら
な
い
、
動
か
な
い
、
薄
ら
が
な
い
愛
が
あ
る
や
否
や
で
あ
る
。
之
に
て
凡
て
の
解
決
が
つ
く
の
で
あ
る
。
こ
㌧
に
夫
婦
の
神
聖
な
る
奥
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
神
の
聖
旨
が
こ
㌧
に
あ
る
と
衝
き
留
め
た
と
き
、
私
（
海
老
名
…
筆
者
注
）
の
心
は
釈
然
た
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
」
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
六
七
ー
一
七
四
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
前
掲
　
一
七
六
…
八
頁
参
照
。
　
徳
富
薦
花
　
　
「
竹
暗
順
子
」
　
　
「
蔵
花
全
集
し
（
藤
花
全
集
刊
行
会
）
　
一
五
巻
　
所
収
　
二
一
六
頁
　
参
照
。
　
「
十
四
五
年
前
其
熊
本
の
洋
学
校
生
と
し
て
ゼ
エ
ン
ス
か
ら
耶
蘇
を
吹
き
込
ま
れ
た
海
老
名
は
、
何
よ
り
も
先
づ
青
年
を
眼
ざ
し
ま
し
た
。
徳
永
規
矩
等
が
創
め
た
熊
本
英
語
学
会
に
魂
が
入
り
ま
す
。
ば
ら
く
に
居
た
有
志
者
の
気
が
揃
ひ
ま
す
。
昔
の
演
武
場
に
早
速
建
築
が
始
め
ら
れ
、
海
老
名
が
来
て
一
年
目
の
明
治
廿
一
年
九
月
に
は
、
熊
本
英
語
学
会
は
熊
本
英
学
校
と
改
名
し
た
郊
外
の
新
し
い
校
舎
に
移
り
ま
し
た
。
川
田
重
雄
（
今
、
沢
村
）
、
浜
田
康
喜
、
渡
瀬
常
吉
、
同
志
社
出
の
村
田
勤
、
そ
れ
か
ら
謹
慎
中
の
徳
富
健
次
郎
等
が
、
教
授
や
事
務
を
助
け
、
宣
教
師
も
手
伝
ひ
ま
す
。
順
子
の
孫
の
竹
暗
八
十
雄
、
後
に
順
子
の
後
を
承
け
て
熊
本
女
学
校
を
十
七
年
問
担
当
し
た
福
田
令
壽
な
ど
も
其
生
徒
の
中
に
東
　
洋
　
法
　
学
一
九
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
（2）
一
　
○
　
　
あ
り
ま
し
た
。
神
風
連
は
も
う
昔
の
事
で
し
た
が
、
旧
学
校
派
と
横
井
実
学
の
聯
合
し
た
所
謂
国
権
党
は
耶
蘇
教
を
好
み
ま
せ
ん
。
其
教
育
機
関
　
　
で
あ
る
濟
々
鍵
は
、
昔
徳
富
の
大
江
義
塾
に
石
を
投
げ
た
り
し
て
迫
害
を
加
へ
ま
し
た
が
、
熊
本
英
学
校
も
直
ち
に
睨
ま
れ
ま
し
た
。
草
葉
町
の
　
　
教
会
で
説
教
最
中
に
、
ソ
レ
敵
襲
と
聞
く
な
り
耶
蘇
を
信
ず
る
健
見
等
が
ば
ら
／
＼
と
立
つ
て
街
に
跳
り
出
て
応
戦
し
た
も
の
で
す
。
大
江
義
塾
　
　
の
徳
富
は
以
前
ク
ロ
ガ
ネ
カ
ヅ
ラ
の
握
り
太
の
ス
テ
ッ
キ
を
も
っ
て
歩
い
て
居
ま
し
た
が
、
熊
本
英
学
校
の
海
老
名
は
石
突
の
は
ま
っ
た
鎗
の
柄
　
　
を
ス
テ
ッ
キ
代
り
に
打
ふ
っ
て
熊
本
を
歩
い
て
居
ま
し
た
。
」
徳
富
薦
花
前
掲
　
二
一
六
ー
七
頁
参
照
。
（
3
2
）
徳
富
薦
花
　
前
掲
　
二
〇
八
ー
一
二
〇
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
八
○
ー
一
頁
参
照
。
（
未
完
）
